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整
備
の
ワ
ケ
　
　
　
　
　
　

―
―

度
重
な
る
被
害

　

西
脇
市
を
流
れ
る
加
古
川
は
、
杉

原
川
や
野
間
川
な
ど
と
合
流
し
な
が

ら
瀬
戸
内
海
へ
と
流
れ
る
一
級
河
川

で
す
。
河
川
は
農
地
を
潤
し
、
地
域

経
済
を
支
え
る
な
ど
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
と
密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
時
に
河
川
は
一
変
し
、

増
水
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
は
全
国
的

に
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
加
古
川
も
記

録
が
あ
る
だ
け
で
１
０
０
回
を
超
え

る
洪
水
が
発
生
し
て
お
り
、
西
脇
市

内
で
は
平
成
16
年
に
約
１
４
０
０
件

の
浸
水
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
治
水
安
全
度
向
上
の
た
め
、

今
、
加
古
川
で
は
国
や
県
、
市
が
連

携
し
て
治
水
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

次
の
災
害
に
備
え
て―

―

。
行
政

と
市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、

暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
を
守
る
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
経
営
管
理
課
（
市
役
所

内
線
２
０
９
０
）・
工
務
課
（
市
役

所
内
線
２
１
０
４
）

中
流
部
の

　

加
古
川
は
丹
波
市
を
源
に
、
河
口

の
高
砂
市
ま
で
延
長
96
㌔
を
流
れ
、

西
脇
市
は
そ
の
中
流
部
に
位
置
し
ま

す
。

　

加
古
川
で
は
、
洪
水
に
よ
る
災
害

が
過
去
に
何
度
も
発
生
。
特
に
西
脇

市
内
で
は
、
平
成
16
年
台
風
23
号
で

１
３
９
３
件
の
床
上
・
床
下
浸
水
が

あ
り
、
１
人
の
方
が
お
亡
く
な
り
に

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
同
じ
く
中

流
部
に
位
置
す
る
下
流
の
加
東
市
で

も
、
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
加
古
川
を
管
理
す

る
国
や
兵
庫
県
は
、
平
成
16
年
以
降
、

約
７
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
、
西

脇
市
や
加
東
市
周
辺
の
川
底
な
ど
の

掘
削
や
河
川
の
拡
幅
な
ど
の
工
事
を

順
次
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
23
年
、
25
年
、
30

年
等
に
も
浸
水
被
害
が
発
生
し
、
今

後
起
こ
り
う
る
災
害
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
の
課
題
の
見
直
し
と
、
さ
ら
な

る
対
策
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
、
国
と
兵
庫
県
、
西
脇

市
、
加
東
市
は
加
古
川
の
整
備
に
関

す
る
情
報
共
有
の
た
め
、「
加
古
川

中
流
部
河
川
整
備
推
進
協
議
会
」
を

設
立
。
そ
れ
ぞ
れ
が
進
め
る
事
業
を

相
互
に
理
解
し
、
中
流
部
の
上
流
・

下
流
が
効
果
的
に
整
備
で
き
る
よ
う

取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

河
川
の
「
流
す
」
能
力
を
向
上
さ

せ
る
に
は
、
川
底
の
掘
削
や
堤
防
を

強
化
す
る
築
堤
な
ど
の
工
事
、
井
堰
、

橋
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事

に
よ
っ
て
施
工
箇
所
の
「
流
す
」
能

力
が
高
ま
る
一
方
で
、
下
流
の
「
流

す
」
能
力
が
低
い
と
、
越
水
等
の
危

険
性
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

上
下
流
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
整

備
が
不
可
欠
で
す
。
協
議
会
で
は
、

上
流
（
県
・
西
脇
市
）
と
下
流
（
国

・
加
東
市
）
が
連
携
し
な
が
ら
10
年

計
画
を
定
め
て
工
事
を
進
め
て
お
り
、

会
の
取
り
組
み
は
全
国
で
も
珍
し
い

と
し
て
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　加古川の整備は高砂市（河口）から
加東市までを国（国土交通省姫路河川
国道事務所）が、西脇市から丹波市ま
でを兵庫県（加東・丹波土木事務所）
が担っています。市内では、支流の杉
原川、野間川の整備も兵庫県（加東土
木事務所）が行っています。
　一方、西脇市は「流す」「貯める」
「備える」を基本とした宅地の浸水対
策を行っています。

　平成16年台風23号で加古川中流部の
西脇市や加東市が被災したこと、その
後数年おきに発生した大雨による洪水
を受け、国や兵庫県、管理区間をまた
ぐ西脇市、加東市は４者が連携・協力
し、地域と一体となって、集中的で計
画的な対策を実施するための協議会を
設立しました。会では西脇・加東市域
の河川整備の課題を共有し、10年間の
整備目標や実現に向けた役割分担を明
確にした上で、平成16年と同規模の洪
水に対する浸水の軽減を目指します。
　このうち西脇市内では、黒田庄町福
地・大垣内～下戸田周辺での河床掘削
を実施するとともに、西脇（豊川町）・
小坂町周辺の杉原川井堰改築工事も実
施。加東市内では、滝見橋の改築、築
堤のための用地取得なども実施します。

加古川の整備分担　　　

国県市が連携

会
の
設
立
と
情
報
共
有

合わせて知りたい

▼平成16年台風23号で被災した西脇市内。河川整備のきっかけに。

平成28年設立

い
せ
き

ち
く
て
い

加古川中流部河川整備推進協議会

掘削工事が進む加古川。整備状
況を行政職員と津万地区の役員
が確認。

た
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　 市内の主な災害時の総雨量と浸水件数

平成16年
台風23号

平成30年
７月豪雨

平成25年
台風18号

平成23年
台風12号

総雨量 浸水件数

総雨量
（㍉）

浸水件数
（件）

浸水が激減

207 181 183

331

1393

245
54 62

出典：西脇市地域防災計画（令和３年度修正版）

　

行
政
に
よ
る
河
床
掘
削
な
ど
の
整

備
が
完
了
し
、
河
川
の
流
れ
が
改
善

さ
れ
て
も
、
地
域
内
を
流
れ
る
用
水

路
の
越
水
と
い
っ
た
「
内
水
対
策
」

は
不
可
欠
で
す
。
平
成
30
年
７
月
豪

雨
で
浸
水
被
害
を
受
け
た
黒
田
庄
町

田
高
で
は
、
経
験
を
基
に
市
民
の
手

で
浸
水
な
ど
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

加
古
川
に
隣
接
す
る
田
高
集
落
は
、

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
住
宅
や
道
路
、

田
ん
ぼ
が
浸
水
し
ま
し
た
。
集
落
内

の
山
側
か
ら
流
れ
出
す
水
と
、
加
古

川
か
ら
逆
流
す
る
水
に
よ
っ
て
、
浸

水
は
あ
っ
と
い
う
間
の
出
来
事
で
し

た
。
集
落
で
は
、
ポ
ン
プ
を
使
っ
て

排
水
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

被
災
後
、
西
脇
市
は
同
集
落
に
内

水
対
策
の
工
事
を
実
施
。
加
古
川
に

接
続
す
る
用
水
路
の
堤
防
を
強
化
し
、

加
古
川
か
ら
の
逆
流
を
防
ぐ
樋
門
も

整
備
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
時
の
用
水
路
の
水
位
や

せ
き
板
の
開
閉
状
態
を
聞
き
取
り
、

大
雨
前
の
行
動
計
画
（
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
）
を
作
成
。
集
落
の
役
員
は
市
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
９
回
の
「
水
の

学
習
会
」
を
開
い
て
水
の
流
れ
に
関

す
る
知
識
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

学
習
会
を
踏
ま
え
、
事
前
対
策
の

重
要
性
を
認
識
し
た
役
員
は
集
落
内

に
あ
る
せ
き
板
の
場
所
を
再
確
認
し
、

大
雨
時
の
せ
き
板
操
作
の
分
担
を
決

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
梅
雨
入
り
前
に
は
樋
門
の

操
作
確
認
を
実
施
。
教
訓
を
基
に
、

自
分
た
ち
の
手
で
浸
水
を
防
ご
う
と
、

次
の
大
雨
に
備
え
ま
す
。

　

加
古
川
中
流
部
河
川
整
備
推
進
協

議
会
で
策
定
し
た
計
画
に
基
づ
き
、

西
脇
市
内
で
は
４
ヵ
所
で
整
備
が
順

調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
加
東

市
で
も
堤
防
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
垣
内
〜
下
戸
田
周
辺
の
工
事
が

令
和
３
年
度
ま
で
に
完
了
し
ま
し
た

＝
写
真
①
②
。
掘
削
に
よ
り
、
河
川

の
横
断
面
積
が
広
く
な
っ
て
増
水
時

の
水
位
上
昇
が
抑
え
ら
れ
、
越
水
の

危
険
性
が
減
少
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

黒
田
庄
町
福
地
周
辺
の
掘
削
作
業
を

行
い
ま
す
。

　

井
堰
に
は
河
川
の
流
量
を
調
整
し

た
り
、
水
を
田
な
ど
へ
引
い
た
り
す

る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

加
古
川
の
支
流
・
杉
原
川
で
は
、

通
水
断
面
を
広
げ
る
た
め
に
２
つ
の

井
堰
の
改
築
工
事
を
実
施
。
河
川
の

「
流
れ
の
改
善
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

西
脇
（
豊
川
町
）
周
辺
の
沖
田
井

堰
で
は
、
令
和
５
年
の
完
成
を
目
指

し
て
川
底
の
掘
削
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
整
備
に
よ
っ
て
、
施
工
箇
所
の

河
川
水
位
の
上
昇
が
格
段
に
遅
く
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
＝
写
真
③

④
。

　

ま
た
、
小
坂
町
周
辺
の
和
田
井
堰

で
も
改
築
工
事
が
進
み
、
同
じ
く
令

和
５
年
の
工
事
完
了
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

整備による効果

　河川整備の効果は大きく表れていま
す＝左図。
　西脇市に初の大雨特別警報が発表さ
れた「平成30年７月豪雨」では、平成
16年台風23号と比較して総雨量が多か
ったにも関わらず、浸水被害は激減し
しました。

行
政
の
整
備
で
守
る
暮
ら
し

市
民
の
手
で
守
る
安
全

　

加
東
市
で
も
、
平
成
16
年
台
風
23

号
に
よ
っ
て
滝
野
地
域
で
浸
水
被
害

が
発
生
。
西
脇
市
内
同
様
、
流
す
能

力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
複
数
箇

所
で
掘
削
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
同
地
域
で
は
築
堤
工
事

も
進
ん
で
い
ま
す
。
築
堤
と
は
、
堤

防
を
建
設
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
に
よ

っ
て
地
域
を
洪
水
か
ら
守
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。
建
設
に
は
用
地
取
得

が
必
要
と
な
り
、
加
東
市
内
で
は
約

１
４
０
件
の
市
民
の
協
力
の
も
と
、

大
規
模
な
工
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
＝
写
真
⑤
⑥
。

　

上
下
流
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
、

加
東
市
内
で
の
整
備
が
進
む
こ
と
で

西
脇
市
内
で
も
効
果
的
に
整
備
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

い
せ
き

河
床
掘
削

井
堰
改
築

用
地
取
得
・
築
堤

黒田庄町田高区長
荻野泰久さん

あ
っ
と
い
う
間
の
浸
水

水
を
知
り
、
次
に
備
え
る

⑤

⑥

④

③

②

①

　河川整備促進のため、近
隣市町と連携して、国（国
土交通省・財務省）や兵庫
県を訪問。工事の推進や、
必要な予算確保の要望活動
も行っています。

関係機関への要望活動

自分たちの手で地域を守りたい

◀平成30年７月豪雨
　で浸水した黒田庄
　町田高
▼水の学習会で樋門
　操作を実践

集
落
を
歩
い
て
再
確
認

　行政が実施したハード整備に加え、
今度は自分たちの手で地域を守りたい
と思っています。市と開いた「水の学
習会」は知らなかったことが多く、地
　　　　域を流れる水のことを学ぶ良
　　　　　い機会になっています。今
　　　　　　後、大雨が予想されると
　　　　　　　きには、まずはタイム
　　　　　　　ラインに沿って用水路
　　　　　　　の除草やごみの除去な
　　　　　　　どの事前対策を徹底し
　　　　　　　たいと思います。そし
　　　　　　　て、大雨時には記録簿
　　　　　　を付け、その後の教訓に
　　　　　　したいです。

ち
く
て
いひ

も
ん

習会」は知らな
　　　　　　 域を流
　　　　　　　い機
　　　　　　　　 　　後
　　　　　　　　 　　　　　
　　　　　　　 　　　　　
　　　　 　　　 　　　　　 　
　　　　　 　　　　　　 　　　　 　
　　　 　　　　 　　　　　　　
　　　　　 　　　　　 　　　 　
　　　　　　　　　　　　を

　　　　　　　 　　 し

川
底
を
掘
削
　>>

井
堰
を
改
築
　>>

堤
防
を
建
設
　>>


